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三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
傘
下

の
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
、
三
菱
化
学
株
式
会

社
（
本
社
：
東
京
都
港
区
、
社
長
：
小
林
喜

光
）
は
、
働
き
や
す
い
会
社
を
め
ざ
し
、
労

働
時
間
や
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
な
ど
の

観
点
か
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

関
連
施
策
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
従
業
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
力
し
つ
つ
、

休
暇
の
取
得
促
進
や
育
児
支
援
な
ど
に
取
り

組
む
人
事
部
労
制
グ
ル
ー
プ
の
辻
雅
治
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
話
を
聞
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

風
土
づ
く
り
を
重
視

　

三
菱
化
学
の
従
業
員
は
、
単
体
で
一
万
人

強
。
う
ち
男
性
約
九
〇
〇
〇
人
、
女
性
が
一

〇
〇
〇
人
強
と
な
っ
て
お
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
は
社
員
全
員
を
対
象

と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

辻
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
三
菱
化
学
で

は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組

み
を
「
労
働
時
間
」「
両
立
支
援
」「
従
業
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
組
織
風
土
づ

く
り
」
の
三
つ
の
観
点
で
捉
え
て
お
り
、
な

か
で
も
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
組
織
風

土
づ
く
り
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と
い
う
。

「
労
働
時
間
管
理
や
両
立
支
援
を
単
に
制
度

的
に
整
備
す
る
だ
け
で
は
、
人
事
部
門
の
自

己
満
足
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
制
度
を
主
体
的
に
運
用
で
き
る
組
織

風
土
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
前

面
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
」
と
の
考
え
が

根
底
に
あ
る
か
ら
だ
。

労
使
研
究
会
や
女
性
管
理
職
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
行
動
計

画
を
展
開

　

同
社
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

本
腰
を
入
れ
だ
し
た
の
は
、
今
か
ら
三
年
前

の
二
〇
〇
五
年
頃
に
遡
る
。
会
社
の
中
期
経

営
計
画
が
「
生
き
残
り
」
か
ら
「
持
続
的
成

長
」
に
転
換
。
そ
の
戦
略
に
沿
っ
た
人
事
政

策
議
論
の
一
つ
と
し
て
、「
社
員
一
人
ひ
と
り

の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
環
境

整
備
」
を
打
ち
出
し
、「
よ
り
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。ま
た
、同
年
四
月
に
次
世
代
育
成
支
援
法

の
施
行
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
、
行
政
に
提
出

す
る
行
動
計
画
の
な
か
で
諸
施
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
施
策

展
開
の
後
押
し
と
な
っ
た
。

　

労
使
研
究
会
で
の
意
見
交
換
や
育
児
経
験

の
あ
る
女
性
管
理
職
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
経
て
、
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
や
子
育

て
を
行
う
従
業
員
へ
の
支
援
の
充
実
を
柱
と

す
る
初
回
の
行
動
計
画
を
策
定
し
、
推
進
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
は
、
行
動
計
画
の
成
果
を

労
使
で
話
し
合
い
、
母
性
保
護
活
動
の
充
実

や
男
性
社
員
の
育
児
参
加
の
促
進
策
、
更
な

る
労
働
時
間
の
削
減
や
組
織
風
土
づ
く
り
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
二
回
目
の
行
動
計
画
を
実

行
中
だ
。

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を

呼
び
水
に

　

さ
て
、
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
具
体

的
に
は
ど
う
い
っ
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る

従
業
員
の
労
働
時
間
絡
み
の
特
徴
を
書
き
記

し
て
お
き
た
い
。
同
社
の
年
休
取
得
率
は
、

生
産
現
場
の
従
業
員
は
約
八
割
の
取
得
率
だ

が
、
ス
タ
ッ
フ
職
は
約
七
割
、
管
理
職
に
至

っ
て
は
四
割
程
度
で
年
休
を
半
分
も
取
れ
て

い
な
い
。
残
業
時
間
は
、
ス
タ
ッ
フ
職
が
平

均
で
月
二
〇
時
間
弱
。
生
産
現
場
も
含
め
、

「
こ
こ
数
年
の
繁
忙
感
の
強
ま
り
で
、
残
業

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

年休に「おまけ」の発想を導入
ライフサポート休暇で取得を後押し

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

Ⅰ

休
日
・
休
暇
の
増
加
で
働
き
方
を
見
直
す

休
日
・
休
暇
の
増
加
で
働
き
方
を
見
直
す

三菱化学

辻　雅治マネジャー

１．概要 年休を２日以上取得する場合に、所定日数の特別休暇を付与する。

２．対象 ４月１日現在、勤続満１年以上の者

３．付与日数
1日／年（年休２日＋１日＝３日の連続休暇）
４月１日現在の年齢が30，35，40，45，50，55歳の者については、
３日（以内）付与　（年休２日＋３日＝５日の連続休暇）

４．休暇回数 年１回（４／１～翌年３／31の間に）

５．導入時期 2006 年７月１日

６．その他 未利用の場合の繰越はなし。

ライフサポート休暇制度の概要
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時
間
も
じ
わ
じ
わ
と
増
え
て
い
る
」。

　

そ
こ
で
、
同
社
は
ま
ず
年
休
取
得
が
で
き

て
い
な
い
層
に
着
目
し
た
。
年
休
取
得
や
連

続
休
暇
取
得
の
呼
び
水
と
し
て
一
昨
年
七
月

か
ら
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
休
暇
制
度
」
を
導

入
。
残
業
を
含
む
総
実
労
働
時
間
の
削
減
に

向
け
て
比
較
的
入
り
や
す
い
取
り
組
み
と
し

て
、
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
き
っ
か
け
に

し
た
。

２
日
の
年
休
取
得
で

１
日
お
ま
け
が

　

こ
の
制
度
の
概
要
を
一
言
で
表
す
と
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
よ
く
見
る
「
お
菓
子
や
清
涼

飲
料
に
つ
い
て
い
る
食
玩
」
と
い
え
る
。
年

休
を
二
日
以
上
取
得
す
る
場
合
に
毎
年
一
回
、

特
別
休
暇
（
就
業
規
則
上
の
公
休
日
と
は
全

く
別
の
＋
α
。
た
だ
し
、
未
使
用
の
場
合
の

繰
り
越
し
は
な
い
）
が
一
日
「
お
ま
け
」
さ

れ
る
。
二
日
休
暇
を
申
請
す
る
と
プ
ラ
ス
一

日
で
三
日
の
連
続
休
暇
に
な
る
わ
け
だ
。
こ

の
「
お
ま
け
」
は
、
三
〇
歳
以
降
は
五
歳
刻

み
で
三
日
間
付
与
さ
れ
る
。
五
年
毎
に
土
日

を
含
め
九
連
休
が
取
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
（
表
）。

　

そ
ん
な
同
制
度
の
周
知
・
運
用
面
で
の
工

夫
に
つ
い
て
は
、「
と
に
か
く
雰
囲
気
づ
く
り

に
尽
き
る
」。
年
度
初
め
に
管
理
職
に
対
し
、

「
●
●
さ
ん
は
今
年
四
五
歳
だ
か
ら
、
三
日

の
お
ま
け
が
取
れ
ま
す
ね
」
な
ど
と
部
下
の

付
与
日
数
を
確
認
し
て
、
四
月
末
ま
で
に
人

事
部
に
取
得
計
画
を
提
出
し
て
も
ら
う
形
。

そ
の
後
、
適
宜
、
取
得
状
況
の
中
間
報
告
を

公
表
す
る
な
ど
し
て
、
未
達
成
者
の
取
得
を

促
し
て
い
る
。

ト
ッ
プ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

浸
透
に
一
役

　

だ
が
、
制
度
を
つ
く
っ
て
周
知
徹
底
を
図

る
だ
け
で
は
、
従
業
員
は
「
仕
事
が
変
わ
ら

ず
、
人
は
増
え
な
い
の
に
休
め
と
言

わ
れ
て
も
」
と
戸
惑
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

辻
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
も
ち
ろ
ん
、

制
度
だ
け
整
え
て
実
態
が
伴
わ
な
い

の
で
は
困
る
。
だ
か
ら
、
当
社
で
は

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
よ
う
な
一
律
的
な

施
策
は
実
施
し
て
い
な
い
。
週
一
回
、

決
ま
っ
た
曜
日
だ
け
残
業
す
る
な
、

と
い
う
だ
け
で
は
実
態
に
そ
ぐ
わ
な

い
と
考
え
た
か
ら
だ
」
と
説
明
。
そ

し
て
、「
も
う
一
つ
、
ト
ッ
プ
の
発
信

が
大
切
。
そ
れ
が
な
い
と
『
人
事
が

勝
手
に
何
か
や
っ
て
る
だ
け
』
と
思

わ
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
言

葉
を
続
け
る
。

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
休
暇
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
前
社
長
が
従
業
員
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
こ
と
が
浸
透
に
一
役

買
っ
た
。
そ
れ
を
み
る
と
、
単
に
休
暇
取
得

を
促
す
だ
け
で
な
く
、
文
末
に
は
「
仕
事
の

優
先
順
位
や
残
業
の
理
由
な
ど
を
話
し
あ
い
、

何
が
有
給
休
暇
が
取
れ
な
い
理
由
な
の
か
を

主
体
的
に
解
決
で
き
る
よ
う
考
え
て
欲
し

い
」
と
の
文
言
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

同
制
度
を
利
用
し
た
従
業
員
は
、
初
年
度

（
〇
六
年
七
月
〜
翌
年
三
月
）、
〇
七
年
度

と
も
七
割
強
に
達
し
て
い
る
。「
今
で
は
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
が
共
通
用
語
と
し
て
、『
お

前
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
取
っ
た
か
』
と
の
会

話
が
自
然
に
で
る
ま
で
に
な
っ
た
」
と
評
価
。

今
後
に
つ
い
て
も
、「
現
状
は
、
夏
休
み
な
ど

に
付
け
て
大
型
連
休
に
し
た
り
、
年
度
末
の

駆
け
込
み
取
得
が
多
い
が
、
将
来
的
に
は
春

や
秋
な
ど
の
季
節
の
い
い
時
期
に
も
休
め
る

よ
う
、
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
る
。

採
用
増
や
仕
事
の「
見
え
る
化
」

の
推
進
も

　

そ
の
半
面
、
辻
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
労
働
時
間

の
課
題
に
つ
い
て
、「
結
局
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

は
あ
く
ま
で
も
呼
び
水
だ
」
と
指
摘
す
る
。

確
か
に
、
同
制
度
の
利
用
に
よ
る
休
暇
の
取

得
増
だ
け
で
は
、
取
得
率
の
飛
躍
的
な
向
上

は
望
め
な
い
。「
休
暇
は
な
る
べ
く
消
化
で

き
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
た
い
し
、
そ
の

た
め
に
数
年
前
か
ら
採
用
人
数
も
増
や
し
て

い
る
。
当
社
も
数
年
前
の
経
営
が
厳
し
い
時

代
に
要
員
の
少
数
化
を
実
施
し
た
歴
史
が
あ

り
、
職
場
の
少
数
化
・
フ
ラ
ッ
ト
化
が
進
ん

で
い
る
。
今
後
は
安
定
的
な
採
用
を
行
う
と

と
も
に
、
暗
黙
知
を
で
き
る
だ
け
形
式
知
に

変
え
て
『
仕
事
の
見
え
る
化
』
を
進
め
る
な

ど
の
代
務
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　

さ
ら
に
、「
そ
も
そ
も
残
業
と
は
上
司
の
命

令
で
や
る
も
の
」
と
い
っ
た
管
理
職
向
け
の

労
働
時
間
管
理
講
座
を
開
く
な
ど
し
て
、「
な

あ
な
あ
の
時
間
外
労
働
を
な
く
す
取
り
組

み
」
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
職
場
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、「
年
に
一

度
、
就
業
時
間
外
の
職
場
の
懇
談
を
支
援
す

る
『
職
場
懇
談
会
制
度
』（
参
加
者
一
人
に

つ
き
飲
食
代
等
四
〇
〇
〇
円
／
年
を
補
填
）

の
な
か
で
、
業
務
の
見
直
し
を
話
題
に
取
り

上
げ
て
も
ら
え
な
い
か
と
思
案
し
て
い
る
」。

育
児
休
職
と
短
時
間
勤
務
の

拡
充
を

　

一
方
、
両
立
支
援
策
は
育
児
休
職
と
育
児

短
時
間
の
拡
充
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
来
て

い
る
。
一
昨
年
四
月
か
ら
、
育
児
休
職
は
①

三
歳
到
達
後
の
三
月
末
ま
で
に
延
長
（
従
来

は
一
歳
半
ま
で
）
②
配
偶
者
規
定
の
撤
廃
③

複
数
回
取
得
の
認
可
用
件
の
緩
和―

―

を
実

施
。
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
に
つ
い
て
も
、

①
適
用
期
間
を
小
学
校
三
年
終
了
時
の
三
月

末
ま
で
延
長
（
従
来
は
四
歳
到
達
時
の
三
月

末
）
②
配
偶
者
規
程
の
撤
回
③
勤
務
時
間
設

定
要
件
を
一
日
二
時
間
の
範
囲
内
で
始
業
・

終
業
時
刻
を
設
定―

―

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

「
休
職
期
間
延
長
の
ニ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、

若
い
男
性
社
員
を
中
心
に
配
偶
者
が
働
い
て

い
な
く
て
も
休
職
を
望
む
人
が
で
て
き
た
。

共
働
き
世
帯
か
ら
は
交
代
で
取
得
し
た
い
と

の
声
も
聞
か
れ
る
。
短
時
間
勤
務
も
含
め
、

で
き
る
だ
け
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
し
た
」

結
果
、
幅
広
い
従
業
員
を
カ
バ
ー
す
る
施
策

が
整
っ
た
。

　

利
用
実
績
も
、
育
児
休
暇
取
得
者
が
二
〇

〇
七
年
度
実
績
で
九
九
人（
う
ち
男
性
四
人
）。

女
性
の
取
得
率
は
一
〇
〇
％
、
男
性
は
一
・

一
％
で
、
と
も
に
全
国
平
均
（
二
〇
〇
六
年
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度
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
か
た
や
、
短
時
間

勤
務
制
度
の
利
用
は
同
一
五
七
人
（
う
ち
男

性
一
人
）
で
、
利
用
率
は
約
六
八
％
と
職
場

復
帰
者
の
三
人
に
二
人
が
活
用
し
て
い
る
状

況
。
今
後
は
、
介
護
な
ど
も
含
め
た
生
活
と

の
両
立
支
援
を
目
的
と
し
た
勤
務
地
等
の
配

慮
や
退
職
者
の
リ
タ
ー
ン
プ
ラ
ン
、
多
様
な

勤
務
制
度
の
検
討
な
ど
を
進
め
る
構
え
だ
。

意
識
調
査
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

把
握

　

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
独
身
者
が
不
公
平

感
を
持
た
な
い
の
か
が
少
し
気
に
な
る
が
、

辻
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
あ
ま
り
、
そ
う
い
う
声

は
聞
こ
え
て
こ
な
い
」
と
否
定
す
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
労
使
の
意
見
交
換
や
意
識
調
査

結
果
な
ど
か
ら
従
業
員
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。「
組
合
の

執
行
委
員
か
ら
は
『
施
策
が
特
定
の
層
に
偏

重
し
な
い
よ
う
に
』
と
の
意
見
が
出
て
い
る

し
、
〇
六
年
に
初
め
て
全
社
的
な
意
識
調
査

を
実
施
し
た
ら
、
自
由
記
述
欄
に
約
二
〇
〇

〇
件
を
超
え
る
書
き
込
み
が
寄
せ
ら
れ
た
。

人
事
施
策
を
立
案
す
る
上
で
の
貴
重
な
財
産

と
な
っ
て
い
る
」。

　

従
業
員
の
多
様
な
声
に
応
え
る
べ
く
、
休

暇
関
連
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
や
看
護
・

介
護
休
暇
も
整
備
。
有
給
休
暇
の
積
み
立
て

（
四
〇
日
が
上
限
）
や
半
日
取
得
（
上
限
な

し
）
の
制
度
も
整
え
て
い
る
。
他
方
、
両
立

支
援
策
に
つ
い
て
も
、
不
妊
治
療
に
よ
る
積

み
立
て
年
休
の
利
用
と
最
大
一
年
の
休
職
を

認
め
た
り
、
高
度
生
殖
医
療
に
要
す
る
費
用

の
五
〇
％
を
年
間
五
〇
万
円
を
上
限
に
補
助

す
る
な
ど
の
経
済
的
援
助
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
社
員
の
ニ
ー
ズ
に
呼
応
し
て
導

入
し
た
制
度
だ
。

活
用
さ
れ
る
視
点
で
施
策
の

推
進
を

　

辻
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
は
、
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
が
半
々
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
強
調
。
そ
の
う
え

で
、「
例
え
ば
、
社
内
に
は
ワ
ー
ク
九
、
ラ
イ

フ
一
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
人
も
い
る
が
、
そ

れ
は
そ
の
人
の
現
在
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
だ
と
思
う
。
た
だ
、
長
い
職
業
人

生
の
な
か
で
、
極
端
に
言
え
ば
誰
で
も
『
ワ

ー
ク
一
、
ラ
イ
フ
九
』
に
一
時
的
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
介
護
か
も
知
れ
な
け

れ
ば
育
児
か
も
知
れ
な
い
し
病
気
か
も
知
れ

な
い
。
そ
ん
な
と
き
に
、
誰
も
が
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、

施
策
を
整
え
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
施
策
は
『
導
入
す
る
こ
と
』
よ

り
『
そ
れ
が
活
用
さ
れ
る
』
こ
と
に
意
味
が

あ
る
」
と
も
指
摘
。「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
施
策
は
、
雇
用
施
策
や
賃
金
施
策

の
よ
う
に
、
制
度
導
入
が
即
社
員
の
生
活
に

大
き
く
影
響
す
る
よ
う
な
施
策
と
は
性
格
が

異
な
る
た
め
、
と
り
わ
け
そ
の
要
素
が
強
く

な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
活
用
さ
れ
る
視
点
が
非

常
に
重
要
に
な
る
」
と
付
け
加
え
た
。

　

広
告
な
ど
の
企
画
・
制
作
か
ら
、
印
刷
・

加
工
ま
で
を
一
貫
し
て
手
掛
け
る
株
式
会
社

ジ
ャ
パ
ン
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
（
本
社
・

東
京
都
羽
村
市
、
約
八
〇
〇
人
）。
同
社
の

労
使
は
今
賃
闘
で
年
間
休
日
を
八
日
増
や
し
、

一
二
六
日
に
拡
大
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

結
果
、
所
定
労
働
時
間
は
一
九
一
二
時
間
に

短
縮
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
効
率
的
な
働
き
方

を
進
め
る
意
識
改
革
や
労
務
管
理
の
密
度
・

精
度
の
向
上
に
、
労
使
で
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
ぜ
、
そ
う
し
た
時
短
が
進
ん
だ
の
か
。

同
社
は
昨
年
二
月
、
大
手
小
売
流
通
系
の
グ

ル
ー
プ
傘
下
か
ら
外
れ
、
最
終
的
に
は
株
主

オ
ー
ナ
ー
に
資
本
を
移
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

グ
ル
ー
プ
内
に
あ
っ
た
『
祝
祭
日
で
も
ウ
ィ

ー
ク
デ
ー
は
休
め
な
い
』
と
い
う
暗
黙
の
認

識
が
薄
く
な
っ
た
の
も
事
実
。
組
合
側
は
今

賃
闘
で
、
産
別
（
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
）
方

針
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ベ
ア
と
並
び
組
合
員
ニ

ー
ズ
の
多
か
っ
た
年
間
休
日
に
つ
い
て
、
五

日
増
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
会
社
側

は
〇
・
五
％
の
ベ
ア
回
答
と
と
も
に
、
年
間

休
日
に
つ
い
て
は
『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
』
の
観
点
か
ら
八
日
増
に
す
る
こ

と
を
逆
提
案
。
結
果
と
し
て
、
同
社
労
使
は

平
日
の
祝
祭
日
を
一
律
に
休
業
化
し
、
年
間

休
日
を
組
み
直
す
こ
と
で
一
致
し
た
（
表
）。

　

と
は
い
え
、
年
間
休
日
の
増
加
は
そ
の
ま

ま
営
業
日
の
減
少
を
意
味
す
る
だ
け
に
、
売

上
高
の
低
下
や
残
業
増
、
要
員
増
な
ど
人
件

費
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
経
営

陣
の
英
断
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

問
題
は
ど
う
ク
リ
ア
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
下
村
国
広
・
執
行
役

員
総
務
部
長
は
「
昨
年
一
〇
月
か
ら
今
年
二

月
ま
で
取
り
組
ん
だ
『
労
使
生
産
性
向
上
運

動
チ
ャ
レ
ン
ジ
一
〇
〇
・
新
規
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
獲
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
の
効
果
が
と
て
も

大
き
か
っ
た
」
と
話
す
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
大
手
グ
ル
ー
プ
傘
下
か
ら
外
れ
、
業
績

の
先
行
き
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
労
組
の
発

案
で
実
施
し
た
も
の
。
全
社
員
が
営
業
マ
ン

に
な
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
仕
事
の
種
を

集
め
て
来
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

五
カ
月
間
に
わ
た
る
取
り
組
み
で
（
納
品
ま

で
済
ま
せ
た
も
の
だ
け
で
）、
八
〇
〇
〇
万

円
の
売
上
増
を
達
成
。
こ
う
し
た
頑
張
り
に
、

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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会
社
側
が
ベ
ア
と
年
間
の
休
日
増
で
応
え
る

格
好
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
祝
祭
日
を
原
則
休
業
に
す
る
以
上
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
や
り
方
で
は
仕
事
が
回
ら

な
い
は
ず
。
こ
こ
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く

の
か
も
大
き
な
課
題
だ
。

　

同
社
に
は
、
大
き
く
分
け
て
営
業
、
制
作
、

製
造
、
ス
タ
ッ
フ
の
四
部
門
が
あ
る
。
宮
﨑

洋
典
・
中
央
執
行
委
員
長
に
よ
る
と
、「
営
業

職
は
顧
客
最
優
先
の
雰
囲
気
の
な
か
で
、
夜

間
を
含
め
て
不
規
則
か
つ
残
業
も
多
い
、
制

作
・
製
造
職
は
顧
客
の
注
文
量
・
時
期
に
左

右
さ
れ
、
繁
閑
の
ム
ラ
が
大
き
い
、
ス
タ
ッ

フ
職
は
業
務
量
・
質
に
個
人
差
が
あ
る
」
と

い
っ
た
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
点
が
、
一
日
の
所
定
労

働
時
間
（
基
本
的
に
は
九
時
始
業
一
八
時
終

業
）
を
短
く
す
る
「
時
短
」
は
難
し
い
理
由

で
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
同
社
で
は
祝
祭
日
の
休

業
化
に
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
部
署
任
せ
に
し

て
き
た
仕
事
や
残
業
の
あ
り
方
の
見
直
し
に

着
手
す
る
こ
と
も
決
め
た
。
労
使
で
協
力
し
、

働
き
方
そ
の
も
の
の
変
革
に
踏
み
込
む
。
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
例

え
ば
「
労
働
時
間
パ
ト
ロ
ー
ル
」（
仮
称
）

な
る
チ
ー
ム
を
労
使
事
務
局
で
構
成
。
残
業

の
多
い
部
署
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
仕
事
配
分
は

適
当
か
、
要
員
不
足
に
陥
っ
て
い
な
い
か
、

好
事
例
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
水
平
展
開
で
き
な
い

か―
―

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
改
善

に
取
り
組
む
構
え
だ
。

「
同
じ
仕
事
で
も
、
い
か
に
効
率
的
に
こ

な
し
そ
の
質
を
維
持
向
上
す
る
か
、
常
に
意

識
し
て
動
く
よ
う
に
な
っ
た
」（
中
村
美
由

樹
・
中
央
執
行
副
委
員
長
）。
印
刷
業
界
で
は
、

祝
祭
日
営
業
が
当
た
り
前
、
盆
暮
れ
正
月
以

外
は
な
か
な
か
休
み
が
取
り
づ
ら
い
の
が

「
常
識
」
だ
。
そ
ん
な
な
か
、
異
業
種
か
ら

就
任
し
た
新
社
長
の
判
断
が
一
石
を
投
じ
、

い
ま
全
社
的
な
働
き
方
の
見
直
し
に
つ
な
が

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

祝
祭
日
の
休
業
化
に
よ
り
、「
子
ど
も
の
笑

顔
が
増
え
た
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
始
め
た
。

働
き
方
の
変
化
の
効
果
は
、
当
初
の
予
想
を

超
え
、
職
場
だ
け
で
な
く
家
庭
に
も
波
及
し

つ
つ
あ
る
。

表　０８年の交渉で確認した所定労働時間の短縮内容

＜旧年間休日（改定前）＞ ＜新年間休日（改定後）＞

年間休日：１２６日

公休（法定休日）５２日

週休（月別週休）５２日

祝祭日　　　　　１５日

年末年始の休日　　３日

連続休暇　　　　　４日

年間休日：１１８日

公休（法定休日）５２日

週休（月別週休）５５日

年始の休日　　　　３日

オレンジ休暇　　　５日

グリーン休暇　　　３日
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